4-5　設計内容（要点）記載表

　設計内容（要点）記載表１．１（設計目的・趣旨等 1/3）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	設計区分
	
	 □構想設計　□基本設計　■実施設計
	特別仕様書
	
	
	Ｖ

	設置目的
	
	
	〃
	
	
	Ｖ

	設計範囲
	始点（構造物名）
	 排水樋管
	〃
	
	
	Ｖ

	
	終点（構造物名）
	 遊 水 池
	〃
	
	
	Ｖ

	準備作業
	現地調査
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ


	
	資料の検討
	■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	特殊土壌地帯
	 □有　■無
	〃
	
	
	Ｖ

	設計計画
	比較検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	機場規模の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	水理計算
	揚程の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	キャビテーションの検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	サージングの検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	機場工の設計
	吸込水槽の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	吐出し水槽の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	遊水池の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	機場本体の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	設計図作成
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	数量計算
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	樋門の設計
	躯体工の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	門柱の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	胸壁の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．１（設計目的・趣旨等 2/3）
	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	樋門の設計
	翼壁の検討
	 ■有　□無
	特別仕様書
	
	
	Ｖ

	
	操作室の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	管理橋の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	門扉の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	設計図作成
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	数量計算
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ


	建屋の設計
	建屋の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	設計図作成
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	数量計算
	 □有　■無
	〃
	
	
	Ｖ

	護岸工の設計
	護岸工の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	設計図作成
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	数量計算
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	場内整備の設計
	場内整備の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	設計図作成
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	数量計算
	 □有　■無
	　　　　〃
	
	
	Ｖ

	土工計画
	
	 ■有　□無
	特別仕様書
	
	
	Ｖ

	仮締切堤設計
	
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	山留工設計
	
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	施工計画
	
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	特別仕様書
	
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	概算工事費
	
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．１（設計目的・趣旨等 3/3）
	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	点検とりまとめ
	
	 ■有　□無
	特別仕様書
	
	
	Ｖ

	その他
	 基準点測量
	 □有　■無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 用地測量
	 □有　■無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 土質調査
	 □有　■無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 河川協議
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 ヒアリング資料
	 □有　■無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 建築確認申請
	 □有　■無
	〃
	
	
	Ｖ

	　特記事項
	

	
	


　設計内容（要点）記載表１．２（設計基本条件 1/3）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	機場工
	 機場名
	 ○○排水機場
	
	   P.○
	
	Ｖ

	吸込水位
	 用途
	 排水
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 液質
	 河川水
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 湛水の許容
	 ■有　□無　　有の場合、許容湛水深＝    0.300  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 標高
	 □ＴＰ　□ＡＰ　■その他（成果品ではTP、河川協議時はAP）
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 計画最高湛水位
	 EL=  18.190  m
	ポ技術書P.96
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 既往最高湛水位
	 EL=  18.600  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 洪水時初期吸込水位
	 EL=  17.000  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 常時初期吸込水位
	 EL=  16.500  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 最低吸水位
	 EL=  16.500  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 非常停止吸込水位
	 EL=  16.200  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 最高吸込水位
	 EL=  18.600  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	外水位
	 計画最高外水位
	 EL=  23.376  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 ピーク外水位
	 EL=  21.910  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 最低外水位
	 EL=  17.000  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	吐出し水位
	 送水諸損失
	 吐出樋門等損失水頭      0.040  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 洪水時計画吐出し水位
	 EL=  23.416  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 常時計画吐出し水位
	 EL=  21.950  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 洪水時最高吐出し水位
	 EL=  21.950  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 常時最高吐出し水位
	 EL=  21.950  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 最低吐出し水位
	 EL=  17.000  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．２（設計基本条件 2/3）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	排水量
	 計画総排水量
	 Ｑp＝   6.100  m3/s
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 最大総排水量
	 Ｑmax＝   6.700  m3/s
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 常時排水量
	 Ｑ＝   0.700  m3/s
	
	   P.○
	
	Ｖ

	田面標高
	 最低田面標高
	 EL=  17.100  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 基準田面標高
	 EL=  17.100  m
	
	   P.○
	
	Ｖ


	実揚程
	 最高実揚程
	 Ｈmax＝  6.920  m
	  ポ技術書P.23
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 計画最高実揚程
	 Ｈa′＝  4.950  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 設計点実揚程
	 Ｈa　＝  4.000  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 最低実揚程
	 Ｈmin＝  0.500  m
	  ポ技術書P.101
	   P.○
	
	Ｖ

	仮全揚程
	 横軸仮全揚程
	 Ｈ＝  4.600  m      Ｈ＝Ｈa＋0.6 か     ■OK  □NO
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 立軸仮全揚程
	 Ｈ＝  4.500  m      Ｈ＝Ｈa＋0.5 か     ■OK  □NO
	特別仕様書
	   P.○
	
	Ｖ

	ポンプ、原動機
	 設計の有無
	 ■有　□無
	  
	   P.○
	
	Ｖ

	建屋様式
	 床形式
	 □一床式　□二床式  ■半二床式　□コンクリートケーシング
	ポ技術書P.768
	   P.○
	
	Ｖ

	樋門
	 名称
	 ○○排水門
	
	   P.○
	
	Ｖ

	計画諸元
	 設置位置(排水河川)
	  ○ ○ 川   ○ ○ Ｋ地点   右 岸
	管理者資料
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 河道計画との整合
	 河川堤防定規
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 高規格堤防の対応
	 ■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 樋管規模  　　 断面
	 幅　　2.5  m  高さ　　2.0  m  連数　2 連
	砂防基準
	   P.○
	
	Ｖ

	
	           余裕高　
	   0.300  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	           管内流速　
	   1.000  m/s
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 ポンプ実揚程のチェック
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．２（設計基本条件 3/3）
	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	水門設備
	 設計の有無
	 □有　■無
	特別仕様書
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 設計基準
	
	土標（樋門･樋管）
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 設計水深
	   7.616  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 操作水深
	 開時  1.000  m  閉時  6.316  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 形式
	 □スライド  ■ローラー  □その他
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 水密方法
	  後 面　 ４ 方水密
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 開閉装置形式
	 □スピンドル  ■ラック  □ワイヤー
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 操作方法
	 □遠方　■機側
	〃
	   P.○
	
	Ｖ


	操作室上屋
	 設置の有無
	 □有　■無
	特別仕様書
	   P.○
	
	Ｖ

	堤防護岸
	 護岸タイプの確認
	 ■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	共通事項
	 河道条件の把握
	 河川改修計画  □有　■無
	管理者資料
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 適合基準の確認
	 基準名：河川砂防技術基準　河川改修事業例規集　工作物設置許可基準
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	河川協議
	 河川管理者
	 ○○事務所
	
	
	
	Ｖ

	
	 樋管位置の確認
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 河川最高水位の確認
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 排水量の確認
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 比流量の確認
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 樋管断面の確認
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 計画堤防断面の確認
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 協議の経過
	
	
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．３（基礎条件）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	地質調査資料
	 ボーリング資料
	 ■有　□無
	地質調査資料
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 土質試験資料
	 ■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	地質構成の

把握
	 土質構成の概要
	 ■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 圧密層の有無
	 □有　■無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	液状化の可能性
	 □有　■無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 特殊土壌地帯の有無
	 □有　■無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	土質定数
	 推定式のチェック
	 ■OK　□NO
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	支持層の条件
	 支持層の深さ
	  20.000  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 支持層の土質とＮ値
	    砂   層  Ｎ＝ 30 
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 中間層の土質とＮ値
	  シルト 層  Ｎ＝ 10 
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 支持力の算定基準
	 道路橋示方書
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 支持力の算定式
	
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	地下水位の

設定
	 水位設定資料の有無
	 ■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 水位測定の時期
	  ８  月
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 地下水位の設定
	 ＧＬ－  0.500  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	他基準との

整合性
	 建築建屋
	 □有　■無
	特別仕様書
	
	
	Ｖ

	
	   設計基準
	
	
	
	
	Ｖ

	
	 　基礎工法の整合
	 □OK　□NO  ■その他（　　　　）
	
	
	
	Ｖ

	
	 樋門
	 ■有　□無
	特別仕様書
	   P.○
	
	Ｖ

	
	   設計基準
	 砂防基準
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 　基礎工法の整合
	 ■OK　□NO  □その他（　　　　）
	
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．４（耐震設計条件）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	地震時荷重
	 建屋の慣性力
	 ■有　□無
	ポ技術書P.604
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 構造物の自重
	 ■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 地震時土圧
	 ■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 地震時動水圧
	 ■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	地盤種別
	 基礎までの土質区分
 と層厚
	 砂質土層   層厚＝ 　 － 　 m  平均Ｎ値＝ 　 － 　
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 粘性土層   層厚＝  20.000  m  平均Ｎ値＝     10  
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	耐震設計条件
	 標準設計水平震度
	 ｋho＝   0.200 
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 設計水平震度
	 ｋh ＝   0.240 
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 地域別補正係数
	 地　域＝ 　 Ａ 　　ＣＺ＝   1.0  
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 地盤種別
	 種　別＝ 　Ⅲ種    ＴＧ＝   0.20  
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 地震動
	 ■レベル１地震動　□レベル２地震動（□タイプⅠ、□タイプⅡ）
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 重要度
	 □Ａ種　■Ｂ種　□Ｃ種
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 建屋
	 Ｚ＝　1.0　　Ｒｔ＝　0.8　　Ａｉ＝　1.0　　Ｃ０＝　0.2　
	ポ技術書P.620
	   P.○
	
	Ｖ

	適合基準
	 適合基準書の確認
	
	
	　 P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表１．５（施工条件 1/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	施工時期
	 施工開始予定
	  19 年   9 月
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 完成予定
	  20 年 　3 月
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 工期区分の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ


	施工位置
	 施工スペース
	 　 5000  ㎡
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 仮置きヤード
	 　  800  ㎡
	
	   P.○
	
	Ｖ

	搬入路
	 資材搬入路の確認
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 搬入道路の道路幅
	 　5.000  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 搬入路補強の有無
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	仮設道路
	 仮設道路の種類
	
	
	   P.○
	
	Ｖ

	交通条件
	 通行止めの有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 仮廻し道路の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 仮廻し道路の幅
	 　 － 　 m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	仮排水
	 仮廻し水路の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 排水量の算定方法
	
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 仮廻し水路の方法
	
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 仮廻し水路設置期間
	  － 年  － 月 ～  － 年  － 月
	
	   P.○
	
	Ｖ

	仮設電気
	 仮設電気受電の有無
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	水位関係
	 施工時地下水位
	 EL=  16.500  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 施工時外水位
	 EL=  17.000  m
	
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．５（施工条件 2/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	騒音対策
	 騒音対策の必要性
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 隣接民家
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 学校
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 病院
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 騒音対策　基 礎 杭
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	           仮設矢板
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ


	振動対策
	 振動対策の必要性
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 隣接民家
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 学校
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 病院
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 振動対策　基 礎 杭
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	      　　 仮設矢板
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	その他環境対策
	 排出ガス対策
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 ごみ対策
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 景況対策
	 □有　■無
	
	P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表１．６（対外関係）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	対外協議事項
	 河川
	 ■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 道路
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 上水道
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 下水道
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 ガス
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 電力
	 ■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 電話
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 埋蔵文化財
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 都市計画
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 建築
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 その他
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表１．７（貸与資料の確認）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	貸与資料
	 測量関係　位置図
	 ■有　□無
	業務担当者
	P.○
	
	Ｖ

	
	       　　平面図
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	       　　縦断図
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	       　　横断図
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	       　　用地図
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	         測量成果簿
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	         用地成果簿
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 地質関係  調査資料
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 事業計画書
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 全体実施設計書
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 関係事業設計書
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 他機関協議書
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 事業所基準：指針
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 貸与資料の不足
	 □有　■無
	
	
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表１．８（現地調査結果）
	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	写真撮影
	 対象地域の撮影
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 現場写真集の作成
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	現地の把握
	 機場予定地
	 地形：
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 地質：
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 地目：
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 周辺地域
	 地形：
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 地質：
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 地目：
	
	   P.○
	
	Ｖ

	道路状況の

把握
	 周辺道路の調査
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 道路計画の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	河川状況の

把握
	 排水河川の調査
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 河川計画の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	障害物の把握
	 埋設物の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 架空線の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 高架橋の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 近接構造物の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 その他障害物の有無
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	用地の制限
	 騒音、振動の制限
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 景観の制限
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 日照の制限
	 □有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 施工時借地の確認
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	　特記事項　　　
	現地調査　　平成○○年○○月○○日
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表１．９（設計計画 1/6）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	ポンプ台数案

の検討
	 基本方針
	 基本方針：危険分散
	ポ技術書P.115
	P.○
	
	Ｖ

	
	 台数分割案の有無
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 口径分割案の有無
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 同口径分割の場合の

 比較案
	 総排水量　：  6.100  m3/s、   1200  mm ×    3  台
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 １台排水量：  2.033  m3/s
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 異口径分割の場合の

 比較案
	 総排水量　：  6.100  m3/s
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径排水量の方針：
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径総排水量  ：  0.700  m3/s、    600  mm ×    1  台
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径分割の有無：□有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径１台排水量：   － 　 m3/s
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 大口径総排水量  ：  5.400  m3/s、   1200  mm ×    2  台
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 大口径分割の有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 大口径１台排水量：  2.700  m3/s
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 口径、台数案の比較
	 経済比較の有無  ：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 ポンプ台数案の決定
	 □１台案　□同口径複数台案　■異口径複数台案
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表１．９（設計計画 2/6）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	ポンプ形式

の概定
	 ポンプ形式の諸元
	 横軸ポンプの仮全揚程＝   4.600  m
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 立軸ポンプの仮全揚程＝   4.500  m
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 ポンプ口径の仮定
	 大口径の有無と仮ポンプ口径：■有　□無　仮口径＝    1200  m
	ポ技術書P.153
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径の有無と仮ポンプ口径：■有　□無　仮口径＝     600  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 仮定口径による

 キャビンテーション

の検討
	 大口径の有無：■有　□無
	ポ技術書P.202
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               横軸軸流におけるキャビンテーションの有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               横軸斜流におけるキャビンテーションの有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               立軸軸流におけるキャビンテーションの有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               立軸斜流におけるキャビンテーションの有無：□有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               採用形式：立軸斜流
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径の有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               横軸軸流におけるキャビンテーションの有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               横軸斜流におけるキャビンテーションの有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               立軸軸流におけるキャビンテーションの有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               立軸斜流におけるキャビンテーションの有無：□有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 　　　　　　　採用形式：立軸斜流
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	全揚程の決定
	 導水路損失
	 導水路損失水頭：　0.400　　m
	ポ技術書P.96
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 除塵機形式：■定置式機械　□移動式機械　□手掻き式
	ポ技術書P.829
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 スクリーンロス：　0.100　　m
	〃
	P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．９（設計計画 3/6）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	全揚程の決定
	 配管損失の計算
	 大口径の有無：■有　□無
	  ポ技術書P.120
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 　　損失種別  吸込ベルマウス：□有　■無   ロス＝    － 　 m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               吸込直管部摩擦：□有　■無   ロス＝    － 　 m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               吐出直管部　　：■有　□無   ロス＝   0.081  m
	   　　〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               管内クーラー　：■有　□無   ロス＝   0.105  m
	    　 〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               吐出蝶形弁　　：■有　□無   ロス＝   0.076  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               曲管部　　　　：■有　□無   ロス＝   0.044  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               漸角部　　　　：■有　□無   ロス＝   0.005  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               直管部　　　　：■有　□無   ロス＝   0.005  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               フラップ弁 　 ：■有　□無   ロス＝   0.081  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               流出　　　　　：■有　□無   ロス＝   0.119  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	                               　　 損失合計＝   0.516  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径の有無：■有　□無
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	     損失種別  吸込ベルマウス：□有　■無   ロス＝    － 　 m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               吸込直管部摩擦：□有　■無   ロス＝    － 　 m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               吐出直管部　　：■有　□無   ロス＝   0.178  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               管内クーラー　：■有　□無   ロス＝   0.163  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               吐出蝶形弁　　：■有　□無   ロス＝   0.138  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               曲管部　　　　：■有　□無   ロス＝   0.042  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               漸角部　　　　：■有　□無   ロス＝   0.008  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               直管部　　　　：■有　□無   ロス＝   0.005  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               フラップ弁　　：■有　□無   ロス＝   0.091  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	               流出　　　　　：■有　□無   ロス＝   0.099  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	                               　　 損失合計＝   0.723  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．９（設計計画 4/6）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	全揚程の決定
	 全揚程の決定
	 大口径の有無：■有　□無
	ポ技術書P.120
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	     実揚程＝   4.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	     全揚程＝   4.600  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径の有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	     実揚程＝   4.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	     全揚程＝   4.800  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	決定した全揚程でのキャビテーションのチェックは、別紙「水理計算」
にて記入する。
	
	
	
	

	原動機
	 原動機出力
	 電動機駆動　　大口径の有無：■有　□無
	ポ技術書P.265
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	             　　　原動機出力＝    168  kw
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	           　  小口径の有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	             　    原動機出力＝     49  kw
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 内燃機関駆動　大口径の有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	             　　　原動機出力＝    239  PS
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	             　小口径の有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	               　  原動機出力＝     69  PS
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 ガスタービンの検討
	 □有　■無   理由：本地区では管理が難しい
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 原動機の比較
	 ランニングコストの判断：□電動機　■内燃機関  が安価
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 イニシャルコストの判断：■電動機　□内燃機関  が安価
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 総合的判断            ：□電動機　■内燃機関  が有利
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 原動機形式
	 □電動機　■内燃機関
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 冷却方法
	 □直接冷却方式　■間接冷却方式
	〃
	P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表１．９（設計計画 5/6）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	減速機
	 原動機回転数の設定
	 大口径＝   1200  rpm、小口径＝   1500  rpm
	ポ技術書P.274
	P.○
	
	Ｖ

	
	 ポンプ回転数
	 大口径＝    222  rpm、小口径＝    450  rpm
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 減速比の算出
	 ポンプ：原動機  大口径＝1：  5.41  、小口径＝1：  3.33 
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 伝達容量の算出
	 大口径＝    244  PS、小口径＝     75  PS
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 減速機形式
	 □平行軸　□遊星　■傘歯車
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 許容軸受スラスト
	 大口径＝ 23.000  t、小口径＝  3.600  t
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 ポンプスラスト
	 大口径＝  8.500  t、小口径＝  2.200  t
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 冷却方法
	 □自然冷却　■強制冷却
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 クラッチの有無
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	弁　類
	 蝶形弁の有無
	 ■有　□無
	ポ技術書P.399
	P.○
	
	Ｖ

	
	 フラップ弁の有無
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	補機設備
	 給水系統の検討
	 ■有　□無
	ポ技術書P.409
	
	
	Ｖ

	
	 燃料系統の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 始動系統の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 満水系統の検討
	 □有　■無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 潤滑油系統の検討
	 ■有　□無
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 建屋への反映
	 ■有　□無
	
	
	
	Ｖ

	
	

	


　設計内容（要点）記載表１．９（設計計画 6/6）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	燃料設備
	 内燃機関の場合
	 自家発の有無　　：■有　□無
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 燃料貯油槽の位置：□屋内　■屋外
	ポ技術書P.253
	
	
	Ｖ

	
	
	 対象運転時間    ：    24  時間
	〃
	
	
	Ｖ

	
	
	 貯油槽容量　　　：  6000  リットル
	〃
	
	
	Ｖ

	
	
	 燃料区分　　　　：■Ａ重油　□ガソリン　□灯油
	〃
	
	
	Ｖ

	
	 共通事項
	 騒音振動の問題の有無：□有　■無
	
	
	
	Ｖ

	
	 その他
	
	
	
	
	

	基礎工
	 支持層
	 標高＝  -3.000   地質＝  砂 層   Ｎ値＝   30  
	ポ技術書P.85･705
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	(砂層・砂礫層ではN値が30程度以上、粘性土層ではN値が20程度以上を目安)
	
	
	
	

	
	 基礎形式
	 □直接基礎　■杭基礎　□その他（　　　　）
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 必要支持力
	 60 kN/㎡
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 直接基礎
	 □べた基礎　□フーチング基礎　□浮き基礎　□その他（　　　　）
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 杭基礎
	 ■支持杭　□摩擦杭　□その他（　　　　）
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ■既製杭（□木杭　■コンクリート杭　□鋼管杭　□合成杭）

□場所打抗
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ■打込杭　□埋込杭　□掘削杭　□その他
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	　特記事項
	

	
	


　設計内容（要点）記載表１．１０（その他）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出 典 根 拠
	報 告 書

記 載 頁
	備  　考
	照査

	内　　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	その他
	 階段工設置
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 遮水工の設置
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 護岸工の設置
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 水位観測施設の設置
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表２．１（協議事項）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	協議事項
	 協議事項の反映
	 打合せ簿の添付：■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表２．２（水理計算 1/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	キャビテーション
配管計画後

の全揚程で

概定したポ

ンプ形式の

チェックを
行う
	 大口径　設計諸元

         設計点運転

         最低実揚程


	 口径：   1200  mm
	  ポ技術書P.200
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ポンプ形式  ：  立   軸   斜   流
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吐出し量    ：  2.700  m3/s
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 全揚程      ：  4.600  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 最低実揚程  ：  0.500  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 比速度(Ns)  ：    900 
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ポンプ回転数：    222  rpm
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 許容吸込実揚程　Hs2o ＝  -6.683  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吸込実揚程      H's2 ＝   1.400  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 キャビテーションの有無：□有　□無
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 許容吸込実揚程　Hs2  ＝  -2.175  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吸込実揚程      H's2 ＝   1.400  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 キャビテーションの有無：□有　■無
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 小口径  設計諸元


	 ■有　□無  口径：    600  mm
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ポンプ形式  ：  立   軸   斜   流
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吐出し量    ：  0.700  m3/s
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 全揚程      ：  4.800  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 最低実揚程  ：  0.500  m
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 比速度(Ns)  ：    900 
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ポンプ回転数：    450  rpm
	       〃
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表２．２（水理計算 2/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	キャビテーション
	         設計点運転

         最低実揚程


	 許容吸込実揚程　Hs2o＝  -6.560  m
	ポ技術書P.202
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吸込実揚程      H's2＝   0.800  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 キャビテーションの有無：□有　■無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 許容吸込実揚程　Hs2 ＝  -2.151  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吸込実揚程      H's2＝   0.800  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 キャビテーションの有無：■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 据付高さ
	 キャビテーションの結果より適正か：■OK  □NO
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 地区内水位と比較し適正か        ：■OK  □NO
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 機場周辺と比較し適正か          ：■OK  □NO
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	サージング
	 レベルの設定
	 河川堤防高　： 25.700  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 河川最高水位： 23.416  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吐水槽天端高： 25.700  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 サージタンク面積の
設定
	 最大面積： 30.160  ㎡
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 必要面積：   －　  ㎡
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 サージングの計算
	 サージングの解析手法：
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 最大水面変動量   ：  0.343  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 水面標高         ： 23.759  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 計算結果　　　　 ：■合　□否
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表２．３（機場工の設計 1/3）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書
 該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	吸込水槽
	 規模決定の条件
	 ポンプ形式：立軸斜流ポンプ
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ポンプ口径：   1200  mm ×  2 台 ＋     600  mm ×  1 台
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 据付形式  ：□１床式　□２床式　■半２床式　□コンクリートケーシング
	ポ技術書P.773
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 吸込水槽必要寸法
	 吸込水槽幅　　　　：大口径＝   3.600  m  小口径＝   1.800  m
	ポ技術書P.530
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吸込水槽下部の長さ：Ｇ＝  1.300  m  Ｌ＝ 1.200  m  θ＝   30  度
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吸込水槽の梁間　　：Ａ＝  5.800  m  Ｂ＝ 4.800  m  Ｃ＝ 3.000  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 吸込水槽必要高さ
	 配管潜没深さ　  　：Ｅ＝  2.000  m  Ｆ＝ 1.200  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 機場床版高の決定根拠（対象水位)： 18.600  m   既往最高水位
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 除塵設備
	 除塵方式：■定置式機械　□移動式機械　□手掻き式
	ポ技術書P.825
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 除塵設備設置スペース：  5.000  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 角落としの有無　    ：■有　□無
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 スクリーン取付角度  ：  25  度
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 角落としからスクリーンまでの距離：  4.500  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 スクリーン敷高： 15.100  m
	ポ技術書P.530
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 スクリーン幅　：  3.600  m、■吸込水槽幅と同寸法　□別途設定
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 スクリーン高　：  1.500  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 スクリーン流速：  0.500  m/s
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 スクリーン許容流速条件：■ 機 械 式(0.5m/s以下)
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 　　　　　　　　　　　  □ 手掻き式(0.3m/s以下)
	
	
	
	Ｖ

	
	
	                  　　   □ 最　　大(1.0m/s以下)
	
	
	
	Ｖ

	
	 漏水防止対策
	 ■有　□無
	
	
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表２．３（機場工の設計 2/3）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	 吐出し水槽
	 規模決定の条件
	 ポンプ口径とポンプ台数：  1200  mm× 2 台＋   600  mm× 1 台
	ポ技術書P.547
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 吐出し水槽必要寸法
	 樋管位置：□中央　　■片側
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 Ｂ１＝    3.000  m  Ｂ２＝    5.350  m　Ｂ１'＝     －　  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 Ｌ１＝    0.900  m　Ｌ２＝    3.000  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 水槽底傾斜角　　θ＝    0  度
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吐出し水槽内最大流速　＝    0.400  m/s
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 吐出し水槽必要高さ
	 吐出し水槽敷高：  15.800  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管敷高　    ：  15.800  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 排水路敷高    ：  15.800  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 最低吐出し水位：  17.000  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 大口径Ｓ１＝    －  m  Ｓ２＝   400 m  フラップ弁口径＝   1500 m
	ポ技術書P.402
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 小口径Ｓ１＝    －  m  Ｓ２＝   300 m  フラップ弁口径＝    800 m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吐出し管は潜没しているか：□OK  ■□NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 天端高はサージング、計画堤防高を考慮しているか：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吸込水槽と吐出し水槽の間隔：   5.000  m
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 漏水防止対策
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	遊水池
	 遊水池規模の条件
	 ポンプ一台当り吐出し量　Ｑ＝    2.700  m3/s
	ポ技術書P.531
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 対象ポンプ口径と形式：    1200  mm、 立軸斜流 
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 水位変動量　：   0.500  m
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 貯水能力時間：      3   分
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 必要面積　　：     972  ㎡
	〃
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 設置面積    ：    1086  ㎡
	〃
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表２．３（機場工の設計 3/3）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	遊水池
	 遊水池の構造タイプ
	 □現場打ち　■二次製品、タイプ  Ｌ型擁壁 
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 底張りの有無
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 スロープの有無
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 沈砂処理の方法
	 機械搬出
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 安全施設の有無
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	機場本体工
	 鉄筋コンクリート

構造物
	 別途「鉄筋コンクリート」の照査項目を満足しているか：■OK　□NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 設計基準　　 　    ：
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 モーメント図の有無 ：■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 応力計算書の有無   ：■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 配筋要領図の有無   ：■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 基礎工
	 別途「基礎工」の照査項目を満足しているか：■OK　□NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 設計基準　　　　   ：
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 杭経済比較の有無   ：■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 杭配置図の有無　   ：■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	機場工
	 維持管理上の配慮
	 ■有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表２．４（樋門・樋管工の設計 1/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	樋門
	 樋管
	 断面形状　　　　：   2.500  m ×    2.000  m
	砂防基準
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 連数    　　　　：  2   連
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 最小部材厚　　　：   0.300  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 継ぎ手の位置　　：  20.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 継ぎ手の構造　　：カラー
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管最大長さ　　：  20.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 カラーの長さ　　：   2.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管端部の補強厚：   0.500  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 樋門
	 門柱の高さ　　　　　　　　　　：   6.500  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ゲートの巻き上げ余裕高さ　　　：   0.500  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 操作台のスペース　Ｂ＝    3.000  m　Ｌ＝    7.500  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ゲートの箱抜きは考慮しているか：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 計画堤防断面の切り込み量　　　：   1.500  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 胸壁
	 設置位置は妥当か              ：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 本体と一体構造となっているか　：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 翼壁
	 構造形式タイプ　　　　　：逆Ｔ擁壁
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 翼壁高と堤防断面の整合　：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 翼壁長さと堤防断面の整合：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 平面形状の角度　　　　　：  10  度
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 施設範囲(長さ)          ：  10.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 水叩き
	 水叩きの範囲　　：  －
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 水叩きの構造形式：  －
	
	
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表２．４（樋門・樋管工の設計 2/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	樋門
	 護床工
	 護床工の範囲　　：   5.000  m
	砂防基準
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 護床工の構造形式：ふとん篭
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 遮水工
	 遮水壁の設置数　　　　　：  2  ヶ所
	砂防基準
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遮水矢板水平方向の設置数：  2  ヶ所
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遮水矢板鉛直方向の設置数：  3  ヶ所
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 １カ所当たり矢板長　　　：   3.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 矢板形式　　　　　　　　：  鋼矢板Ⅱ   型
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 可とう継ぎ手の有無　　　：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遮水矢板水平方向の範囲　：   6.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 鉄筋コンクリート

構造物
	 別途「鉄筋コンクリート構造物」の照査項目を満足しているか：■OK □NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 設計基準        ：
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 モーメント図の有無　 ：■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 応力計算書の有無     ：■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 配筋要領図の有無     ：■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 基礎工
	 別途「基礎工」の照査項目を満足しているか：■OK　□NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 設計基準：
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 基礎形式：杭基礎
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 地盤の最大残留沈下量　：     10   cm
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 液状化の判定　　　　　：■OK　□NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 空洞化に対する対策工法：■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


設計内容（要点）記載表２．５（護岸工の設計）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	護岸工
	 護岸工の範囲
	 上下流１０ｍ以上、堤防開削範囲以上：■OK　□NO
	砂防基準
	P.○
	
	Ｖ

	
	 護岸高
	 堤防計画断面のHWL以上か：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 護岸構造
	 護岸構造　　　　　　　 ：張ブロック
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 安定計算
	 護岸構造に合った安定計算を行っているか：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 護岸材料
	 護岸材料と規格　　     ：
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 階段工の構造
	 河川管理者との協議     ：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 階段工の法面保護
	 河川管理者との協議     ：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	管理橋
	 設置高さ
	 桁下高さは計画堤防以下か：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 幅員
	 幅員は妥当か　　　　　　：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 法面保護工
	 法面保護工の範囲は妥当か：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	水門設備
	 構造
	 形式：ローラゲート
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 開閉装置の形式：
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 施工時
	 ゲートの搬入、据付方法は妥当か：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	管理橋上屋
	 上屋設備の有無
	 □有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 構造形式
	 上屋の構造形式は妥当か：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 巻き上げ機等の搬入、据付方法は妥当か：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 意匠計画は妥当か：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 照明、操作用電源は考慮されているか：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 操作、メンテナンスに必要な空間はあるか：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	附帯設備
	 水位観測施設の有無
	 ■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 防護柵の有無
	 ■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 夜間照明の有無
	 ■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	　特記事項
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　設計内容（要点）記載表２．６（仮締切堤の設計）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	仮締切堤
	 仮締切堤の構造
	 □土堤　□一重　■二重
	管　理　者
	P.○
	
	Ｖ

	
	 締切高さ
	 HWL＝   23.376  m 　締切高さ＝    6.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 安定計算
	 設計基準：
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 河川断面
	 仮締切堤設置後の流下能力チェック：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 河川協議
	 河川管理者との協議で確認したか：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表２．７（山留工の設計）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	山留工
	 設計基準
	
	標 擁 壁 106
	P.○
	
	Ｖ

	
	 基本条件
	 仮設荷重　　：   10.000  kN/㎡
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 地下水位　　：ＧＬ－    0.500  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 平均掘削深さ：   3.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 施工範囲　　：吸込水槽
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 横方向地盤反力係数の算定式：
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 山留工法
	 自立式の有無と施工位置　　：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 切梁式の有無と施工位置　　：□有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他工法の有無と施工位置：□有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 安定条件
	 山留材料と規格：鋼 矢 板
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 断面性能の低減(％)：  60  ％
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ボイリングの検討の有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ヒービングの検討の有無：□有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 盤ぶくれ検討の有無    ：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 最小根入れ長の考慮    ：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 土圧の計算方法　　    ：自立式＝　　　　切梁式＝
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 根入れ長の計算方法    ：自立式＝　　　　切梁式＝
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 つかみ代の考慮  ：   0.300  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 矢板頭部の変位量：自立式＝   0.005  cm　切梁式＝    －　  cm
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 切梁間隔の最大値：水平方向＝   － 　 m　鉛直方向＝   － 　 m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 １断目切梁の深さ：    －　  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 排水処理方法
	 締切内湧水の処理方法：ウェルポイント
	ポ技術書P.872
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 湧水量の算出方法：
	〃
	P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表２．８（建屋の設計 1/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	建　屋
	 関連法規との整合
	 ■建築基準法　　■消防法　　□都市計画法　　□地方団体条例

 □その他法規（　　　　）
	ポ技術書P.768
	P.○
	
	Ｖ

	
	 建築様式
	 □１床式　　　□２床式　　　■半２床式　　□コンクリートケーシング
	ポ技術書P.773
	P.○
	
	Ｖ

	
	 機械搬入部
	 搬入口を明確にしているか：■OK  □NO
	ポ技術書P.778
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 搬入口シャッターの大きさ：   5.000  m ×    6.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 ポンプ据付床の位置は　　 ：□地上　　■地下
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 搬入床幅は３Ｄ以上か    ：■OK　□NO　　３Ｄ：　　　m＜床幅　　　m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 電気室
	 電気室の高さは異常水位以上か　　　　　：■OK　□NO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　異常水位 　　　m＜高さ 　　　m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 電気室の配置に消防法を反映させているか：■OK　□NO
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 電気室の高さは３ｍ以上か：   3.500  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 電気室の幅は３Ｄ以上かつ４ｍ以上か：   6.000  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 操作室
	 機側操作の他に監視室を設けるか：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 休憩室
	 休憩室広さ：  50.000  ㎡
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 電話の有無　：□有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 トイレの有無：■有　□無　　　浄化槽：　　　m3
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 テレビの有無：□有　■無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 給湯設備の有無：■有　□無
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 排水の処理方法：  －
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 建築構造
	 ■木構造　□鉄骨構造　　□鉄筋コンクリート構造　　□鉄骨鉄筋コンクリート構造

 □コンクリートブロック造　　□その他（　　　　）
	ポ技術書P.769･814
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 屋根の形式：  －
	〃
	P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表２．８（建屋の設計 2/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書 
該 当 頁
	備　考
	照査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	建　屋
	 クレーン設備
	 設備：□移動式クレーン　■天井クレーン
	ポ技術書P.791
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 形式：手動式トロリ形クレーン
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 定格荷重：　　　ｔ吊り
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 吊り上げ高さ：   7.900  m
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 換気装置
	 換気方式：□１種　□２種　■３種
	ポ技術書P.850
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 換気容量：     460 m3/min
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 給気容量：     750 m3/min
	〃
	P.○
	
	Ｖ

	
	 避雷針の必要性
	 ■有　□無
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 照明設備
	 位置と容量：  －
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 浸水対策
	 ■有　□無
	ポ技術書P.770
	P.○
	
	Ｖ

	
	 騒音対策
	 必要性と対策方法：  －
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 その他
	 配管、配線貫通口の位置と大きさは適正か：■OK　□NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 排気消音器の設置位置は適正か：■OK　□NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 上屋さし筋の位置は明確か：■OK　□NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	 機器設置等を考慮し、天井にフックを設けているか：■OK　□NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表３．１（設計計算書 1/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書

記 載 頁
	備　考
	照 査

	内　  　容
	詳　　　  細
	
	
	
	
	

	設計計算書
	 打合せ事項の反映
	 発　注　者：○○事務所
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 河川管理者：○○事務所
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 その他機関：
	
	
	
	

	
	 安定計算結果は
許容値以内か
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 荷重、許容応力度の

 取り方は適正か
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 施工を考慮した計算

 となっているか
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 荷重図、モーメント
図は描かれているか
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表３．１（設計計算書 2/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書

記 載 頁
	備　考
	照 査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	設計計算書
	 作用応力度は許容値

 を満たしているか
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 杭径、杭配置は

 適正か
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 地盤改良の範囲は

 適正か
	 機場　：□OK  □NO
	
	
	
	

	
	
	 樋門　：□OK  □NO
	
	
	
	

	
	
	 樋管　：□OK  □NO
	
	
	
	

	
	
	 遊水池：□OK  □NO
	
	
	
	

	
	
	 その他：□OK  □NO
	
	
	
	

	特記事項


　設計内容（要点）記載表３．２（設計図面作成 1/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書

記 載 頁
	備　考
	照 査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	設計図面作成
	 図面の規格
	 特別仕様書と合致しているか　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 全体一般図
	 必要な項目が記載されているか：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 使用材料は計算書と

 一致しているか
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 適用基準、打合せ

 事項との整合
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 計算結果に基づいた

 適切な配筋か
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 水位、設計条件が

 図面に明記されて

 いるか
	 機場　：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ


　設計内容（要点）記載表３．２（設計図面作成 2/2）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書

記 載 頁
	備　考
	照 査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	設計図面作成
	 図面が明瞭に描かれて
 いるか
	 機場　：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	 注記は解り易いか
	 設計図全■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表３．３（数量計算書）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書

記 載 頁
	備　考
	照 査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	数量計算書
	 適用基準、打合せ

 事項との整合
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 数量計算書と図面の
 整合
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 とりまとめは種類、

 材料別となっているか
	 機場　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋門　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 樋管　：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 遊水池：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 その他：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表３．４（土工計算）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書

記 載 頁
	備　考
	照 査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	土工計算
	 施工区分
	 施工区分：吸水槽、遊水池
	
	
	
	Ｖ

	
	 土工図の作成
	 施工区分で作成しているか：■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	
	 土工数量は適正か
	 ■OK  □NO
	
	
	
	Ｖ

	　特記事項


　設計内容（要点）記載表３．５（施工計画）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書

記 載 頁
	備　考
	照 査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	施工計画
	 道路の仮廻し
	 仮廻しの有無：□有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 道路幅＝　 －    m　　延長＝　 －    m　　舗装構成：　 －   
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 河川の仮廻し
	 仮廻しの有無：□有　□無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 河川幅＝　 －    m　延長＝　 －    m
河川の仮廻し構造：　 　　－　　   
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 工事用道路計画
	 道路幅＝　5.000  m　延長＝ 100.00  m　舗装構成： 敷鉄板 
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 仮設工事用電気計画
	 受電計画の有無：□有　■無
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 受電電圧： －
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	
	 受電期間： －
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 施工方法
	 施工方法は適正か：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 湧水の処理
	 工事中の湧水処理は適正か：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 経済性、安全性
	 経済性、安全性が配慮されているか：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 環境対策
	 工事中の環境への配慮がなされているか：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	
	 工事特別仕様書
	 工事特別仕様書の内容は適切か：■OK  □NO
	
	   P.○
	
	Ｖ

	特記事項


　設計内容（要点）記載表３．６（設計報告書）

	検 　 討  　事  　項
	内　　　　　　　　　　　　　　容
	出典根拠
	報 告 書

記 載 頁
	備　考
	照 査

	内　  　容
	詳　　　　  細
	
	
	
	
	

	設計報告書
	 報告書の構成
	 報告書は設計業務報告書様式(案)に準拠しているか：■OK  □NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 出典の明記
	 計算に使用した計算式、数値及び引用した文献の出典は明記して
 いるか：■OK  □NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	 計算過程
	 計算過程が明確か：■OK  □NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	
	
	
	
	

	コスト縮減対策
	提案内容
	具体的な内容が提案され、成果を上げているか：■OK  □NO
	
	P.○
	
	Ｖ

	
	
	
	
	
	
	

	　特記事項
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